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栗東市ボーイスカウト・ガールスカウト連絡協議会主催のスキーを実施し、45名が参加し
ました。以前は立山山麓スキー場での1泊2日のスキー合宿でしたが、新型コロナによる影響
で、遠方、宿泊を伴うスキー教室は取りやめ、今回は日帰りで箱館山スキー場へ行きました。
スキー教室の開催は実に4年ぶり。
初めてスキー・スノーボードをするスカウトがたくさんいましたが、滑る時間を目いっぱ

い取って、お昼を過ぎるころには多くのスカウト達がスイスイと滑ることができるようにな
りました。
スカウト達は「楽しかった!」「まだ滑り足りない」と

口々に言い、名残惜しそうに箱館山スキー場をあとに
しました。

栗東市連協 日帰りスキー in 箱館山 2023/02/05

栗東市連協の主催事業である救急法講習会を湖南広域消防中消防署において開催し、カブ
隊とボーイ隊であわせて２５名、ガール隊からは１５名が参加しました。
消防署に配備されている車両の説明を聞き、実際に触れ、乗車しての見学をしました。そ

して、水消火器を使った消火訓練の後、館内で心肺蘇生法による心臓マッサージやAEDの使
い方についての講習を受けました。
スカウト達は、真剣に消防士さんの話を聞き、訓練に参加しました。「そなえよつねに」

の精神で、いざというときに周りの人を助けるための訓練ができました。

栗東市連協 救急法講習会 2023/01/29



第18回日本スカウトジャンボリーは、東京
に全国のスカウトが集まり開催される予定で
したが、新型コロナウイルス感染拡大の影響
により、東京会場を中央会場とし全国各地域
のサテライト会場で分散開催となりました。
滋賀連盟では「ジャンボリーサマー2022」と
して滋賀のボーイスカウトが一堂に集い、高
島・朽木の大自然のなかで技術の向上と友情
を深めるキャンプ大会が実施されました。
湖南地区の隊が合同隊を結成し、栗東第8団

からもスカウト3名、指導者3名が参加しまし
た。次のページに参加したスカウトの感想文
を紹介します。

第18回日本スカウトジャンボリー （18NSJ）
2022/08/06～08/11 高島森林公園くつきの森

栗東八団 CS隊 さよならくまさん 2023/03/05

毎年行っている、くまスカウトのお別れ会「さよならくまさん」は、今年は唯一在籍してい
た1名のくまスカウトが欠席となり、「くまさん」とお別れする会ではなく、見学者15名を
加えた32名で野外料理の会として行うことになりました。この時期のくまスカウトは、月の
輪訓練もあり忙しいのです。各自が持参したお米をポリ袋に入れて30分程度浸水したのち、
グツグツと沸騰するお湯で美味しく炊き上げました。これにカレーをかけ、ダッチオーブン
で焼き上げたローストポークやサラダと共にいただきました。今回挑戦した料理方法は、
自然災害時やウィルス感染防止が
必要な時に役立ちます。
この日の見学者6名が来年度、

入団されることとなりました。
新しいスカウトを迎え、
来年度も楽しく活動して
いきたいと思います。

ガールスカウト滋賀県第7団
ワールドシンキングデイ2023～国際交流～

今年のワールドシンキングデイは２月１９日。草津市に在住の外国
人の親子や留学生と一緒にロクハ公園デイキャンプの森で集会を開催
しました。あいにくの雨でしたが、テントや屋根の下で、野外料理を
したり、留学生から教えてもらった中国のゲームを楽しみながら、国
際交流ができました。タイ米を使ったスパイスのきいたバングラディ
シュのご飯や焼き餅入りのぜんざいはとても美味しかったです。また
このような集会を開催していきたいです。



第18回日本スカウトジャンボリー 参加スカウト感想文

S.S
僕はジャンボリーに行って、普段一緒にいる友達

や、他団の人達と仲良くなれ、いい思い出の1ページ
になったと思いました。
なぜならハイキングやサップ、日本一プログラム

などは全て団体行動や協力し合うもので、自分の想
像よりも三倍ほど楽しかったからです。
僕は三日目からの参加だったので、ついていける

か心配でした。しかし、訓練キャンプのときから仲
の良かった友達はていねいにキャンプ場の使い方を
教えてくれました。さらに今までのプログラムにつ
いても教えてくれました。また、火を起こすときは、
木のくべ方も教えてくれました。僕が最初持ってい
た不安はいつも間に消えていき、会場の雰囲気に
なじんでいっていました。
このように、ジャンボリーでは友達と仲良くなれ、そしてきずなを深めることができるプログラムや

出来事がたくさんありました。そして大会テーマの自分のｆは「友達」と「一番のお気に入り」だと思
い、この二つを大切にしていきたいです。そしてジャンボリーの楽しさを忘れないでいきたいです。

ジャンボリーに参加して Y.F
ぼくがジャンボリーに参加して楽しかったことは、琵琶湖

でサップに乗ったことです。みんなで、こいだのもよかった
けど、ときどき落ちたりするのも楽しかったです。次に、大
変だったのが日本一プログラムです。特に班旗立てと手旗が
とても大変でした。班旗立ては、なかなかうまく結べなくて、
ぐらぐらしたりしたし、手旗はなかなか伝わらなかったりし
たから大変でした。そして、自分のｆはfriendです。理由は、
前に仲が悪かった人と仲よくなったり、他の団の人と仲よく
なれたりしたからです。ぼくは、ジャンボリーに行っていつ
もはできない経験をしました。楽しかったのでまた機会があ
れば行きたいです。

K.U
ぼくは、8月6日（土）から8月11日（木）まで、くつきの森で

キャンプをしていました。
楽しかったのは３つあります。
一つ目は、キャンプファイヤーをしてマシュマロを焼いて食べた

ことです。友達と楽しくできたのでとても楽しかったです。
二つ目は、川遊びやサップをしたことです。川遊びはライフジャ

ケットを着て、流れました。流れが速かったりおそかったりして
ジェットコースターに乗っているような気分でした。サップは、み
んなで力を合わせて息を合わせてこぐのでとても楽しかったです。
三つ目は、友達がたくさんできたことです。同じ小６の子も中学

生の人とも、高校生の人とも仲よくなれて毎日しゃべりました。
次は秋のイベントで会えるのが楽しみです。
参加する前は、友達が二人で心細かったけど友達が違う団にも

大勢できたので思いきって参加してとても良かったです。


